
 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 御油連区こども見守り隊 

２事業名 御油連区こども見守り隊事業 

３事業実施 

結果 

活動の経緯 

昨今の子どもたちを取り巻く環境は決して安全なものとは言えませ

ん。 

 そこで、地域住民によって子どもたちの安全を守るための活動が続け

られています。本こども見守り隊の活動区域は御油小学校区であり、以

前は児童の登下校時間帯に交通量の多い交差点を始め、10箇所以上で交

通安全対策を兼ねた見守り活動を実施してきました。 

 交差点以外でも家の近くでの活動を登下校時刻に合わせたり、散歩を

子どもたちの活動時刻に合わせたりしながら、点ではなく線として見守

り活動を行ってきました。さらに一部の隊員は主な通学路に沿って低学

年を中心に付き添いながら見守りを行ってきました。 

上記のように子どもたちを始め、地域の弱者を見守る活動が一部の団

体や個人を中心に進められてきていました。令和２年からはその流れを

発展させ、一般住民からも参加を募り、地域を挙げての継続的な防犯活

動になるよう、御油小学校と御油連区が連携して見守り活動を推進しま

した。 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業の活動 

地域自主防犯活動活発化促進事業の活

動では、多くの住民に子ども見守り隊の

存在を知ってもらうための防犯啓発活動

を行いました。 

防犯啓発活動としては、住民に周知す

るための各戸配布のチラシ作りとポスタ

ー作りを行いました。なお、チラシとポス

ターはほぼ同じ内容ですがが、大きさを

変えて作成しました。さらに、活動時にこ

ども見守り隊であることを意識してもら

うためのベスト（右図）を作成しました。 



 

 

・  ８月 17日の夏休み明け、

全校児童の前で上記のベス

トを披露し、子どもたちが

安心して登下校できるよう

に見守っていることを知ら

せました。 

なお、この時に既存の団

体や個人の活動も紹介し、

それらの団体の方達はその

団体の制服を着ているこ

と、個人は見守り隊のベストを着ていることなどを知らせ、安心して

頼ってほしいことを告げました。 

・  日々の活動として、登下校時に通学路や通学路の交差点などに立っ

たり、通学路を一緒に歩いたりしながら子どもたちを見守りました。 

・  登下校時でない時にも可能な限りベスト等を着用し、常に地域の人

の目があることを周囲に知らせるよう心がけました。 

・  活動中に出会った人たちには積極的に挨拶を行い、絶えず地域に人

の声があるように心掛けました。 

 

活動時の様子等 

 

下校時の見守り 

 

下校時の見守り 

 

下校時の見守り 

 

下校時の見守り 
 

 

御油小児童への紹介 



 

 
下校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
登校時の見守り 

 
下校時の見守り 

 
ベスト色々 

 
ベスト色々 

 



 

啓発用ポスターとチラシのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 本活動を通して地域住民と、少しではありますが、見守りの意義等に

ついて共通理解を深めることができました。その証は見守り隊への加入

者の増加で知る事ができます。 

 ・本活動推進前の活動者 

一部の団体と個人の活動者は約 50人 

 ・本活動の事前登録者数 

   昨年度３月までの登録者数は約 250人（推進前の活動者も含む） 

 ・本事業を推進後の現時点（12月 23日）の登録者数は約 350人 

 

  登録者以外にも活動に賛同され、自主的に見守りを行っている方も

若干みえます。 

 

  登録者数の増加からも見えるように、地域住民への周知は徐々にで

はありますが浸透してきているものと思われます。 

 

 上記のように活動への理解と賛同者は確実に増加しています。 

 

（２）今後の取組み 

今後の取組みとしては以下の点に留意していきたいです。 

・ 賛同者のさらなる増加を図ります 

賛同者を多くし、登録者を増やす事が御油の町の安心・安全に寄与す

るものと考えます。 

・ 声かけを大にします 

活動の当初に比べ子どもたちからの声の反応も良くなってきていま

す。 

しかし、まだ十分とは言い難いので、さらなる声かけによって活気

ある町になるよう心がけます。 

・ 当初の目的として、子どもたちだけでなく地域の住民皆への声かけ、

特に高齢者への声かけも目指しているので、地域全体で誰にでも手軽

に声かけできるよう、隊員は率先して実行していきたいです。 

・ ベスト、制服に着用有無にかかわらず常に見守りの心をもって日々の

活動を行っていくように心掛けたいです。 

 


